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・工程FMEAとは、設計した工程の信頼性を評価して合否を判定する手法・活動をいう。
・工程の信頼性とは、工程設計の通りに工程が維持され、故障しない性質をいう。
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(1) トラブルを予防するための５Mを決定し、 かつ、ポカヨケ等の一応の信頼性設計をした工程設計案を用意する。
(2) 設計違反（＝故障モード）を列挙したFMEA表を作る。
(3) 危険指数RIが2.3を超える故障モードについて、2.0程度になるような対策を立案する。
(4) 立案した対策を工程設計に反映する。
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	5-1(2). 工程FMEAの手順

(1) 工程設計（QC工程表）の案、および設備保全計画等の準備ができて、「これさえ守れば問題は起きないはず」と言える状態になったら、工程FMEAの開始となる。
(2) 起こり得る故障モード（工程設計の違反）を列挙する。「故障モードとは不良モードをいう」という説があるので注意を要する（次のスライドで説明うる）。
(3) 以下は、設計FMEAと同様である。
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工程の故障モードとは、工程の構造破壊である。
工程の構造とは、５Mのことである。つまり、工程設計で定めたことに違反することが故障モードである。
その代表的なものとして、次のようなものがある。
・ポカによる作業ミス、段取りミス、工程抜け、測定ミス
・給油忘れ
・設備保全の抜け
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